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植物におけるスフィンゴ脂質代謝経路の第一ステップは、 L セリンとパルミトイル CoA
の縮合反応から始まり、スフィンゴ脂質の基本骨格であるスフィンゴイド塩基（LCB）が






















CS, cerarnide synthase; CD, cerarnidase; LCBK, long-chain base kinase; SPP, sphingoid 
bas巴ー1-phosphatephosphatas巴； DPL,sphingoid base-1-phosphate lyase; FB1 fumonisin 
B1 (CSの阻害剤）
我々 は、 LCBをリン酸化し、 LCBPの合成を触媒する LCBKに着目した。シロイヌナズ
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Sc, Saccharomyces cerevisiae; Mm, Mus musculus; Hs, Homo sapiens; Dr, Dania rerio; 
Dm, Drosophila melanogaster,・ Ce, Caenorhabditis elegans; At; Arabidopsis thaliana Os. 
Oryza sativa；・Al,Arabidopsis Jyrata; Lj, Lotus japonicus. 
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考察
シロイヌナズナにおけるスフインゴイドキナーゼ（LCBKl）の形質転換体の作製 9 
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図8 LCBKファミリー の分子系統樹
分子系統樹はMEGA6.0を使用し、 CLUSTALWで整列させたアミノ酸配列のデータを
用いて近隣結合法で作成した。分岐の信頼度はブートストラップ法を用いて検定した。
節の上の数字は1000回の反復で得られたブートストラップ値を示す。部位あたり 0.2回
のアミノ酸置換に相当する枝の長さをスケー ルパー で示した。
本研究では葉、根、花といったあらゆる組織で強発現させることができる 35Sプロモー
ター制御下でLCBKIを過剰発現、抑制させた形質転換体の葉と根における表現型の解析を
行った。最近のスフインゴ脂質代謝に関わる酵素遺伝子の解析から、雄性配偶体の発達や
花粉管伸長シグナリングの調節に関わることがわかってきた［15-18］。シロイヌナズナeFP
BrowserのDNAマイクロアレイデータによる遺伝子発現プロファイルによると、 LCBKI
は成熟した花粉に発現が高いことが示されている［53］。また、西浦らの研究で、 LCBKIの
mRNA量を植物の組織レベルで調べたところ、特に花において高い発現があることが示さ
れた口4］。しかし、 35Sプロモーターは全組織で発現するわけではなく、花粉ではほとん
ど発現しないことがわかっている［54］。したがって、生殖器官でLCBKlがどのような役
割を担っているか調べるために、おしべだけでなく、花粉に発現させることが可能である
ユピキチンプロモーター（UBQlO）制御下でのLCBKIの発現を調節する形質転換体を作製
し、花粉の生存、発生ステージの観察、生殖器官でのmRNA量を定量することが課題であ
る［55］。今後、 35Sプロモーターとユピキチンプロモーター制御下でLCBKIを過剰発現、
抑制させた形質転換体を用いて他の組織、器官に違いがあるかどうか詳細に解析する必要
がある。
近年、スフインゴ脂質代謝物の個々の分子種を網羅的に同定・定量するというスフイン
ゴリピドミクスと呼ばれる新しい研究フィールドが導かれており、高速液体クロマトグラ
フ 質量分析装置（LCMS/MS）を用いて分析が行われている［5658］。このような背景
から、 LCBKIが及ぼすスフィンゴ脂質代謝動態を調べるために、 35Sプロモーター制御下
で発現させたLCBKIの過剰発現および抑制株の葉をサンプルとし、 LC-MS/MSを用いて
脂質分析し、 LCB、LCBP、Cer、hCer、GlcCer、GIPCといったスフインゴ脂質代謝物の
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